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農村計画学 2016A1A2「レポート講評」	 

	 
０．課題	 

 興味ある農村地域と論点	 

	 	 興味ある農村地域（地方、村、集落）を選び、どのようなところかを説明する。	 

	 	 その地域が抱えている課題、その地域における改善すべき事項を述べる。	 

	 	 用紙はＡ４、分量は１枚～５枚、冒頭に所属と氏名、適切な表題を書く。	 

	 	 参考とした資料を明記する。	 

	 

１．選択された地域	 

北海道美瑛町（丘のまち） 
夕張市（まちづくりマスタープラン） 
岩手県紫波町（循環型まちづくり） 
北上盆地（冷害） 
遠野市（地域振興） 
鶴岡市一霞集落（焼き畑、赤カブ） 
山形県戸沢村（嫁不足と対策） 
栃木県那珂川町（トラフグ養殖） 
群馬県片品村（観光と農業） 
群馬県高山村（都市農村交流） 
東京都島嶼部・伊豆大島（少子高齢化） 
新潟県十日町市（地域おこし協力隊） 
新潟県十日町市（高齢化） 
糸魚川市根知地区（無住化集落） 
入善町飯野地区（人・農地プラン） 
富山県砺波平野（散居村の景観） 
長野県大鹿村（美しい村） 
長野県小海町（高原野菜、鞍掛豆） 
山梨県南アルプス市（南アルプスプロデュース） 
静岡県沼津市（農地集積） 
浜松市天竜区水窪（人口減少） 
岐阜県恵那市（伝統的農村景観） 
岐阜県の農村（多種多様な作物） 
奈良県十津川村（面積最大の村） 
石川県能美市山田町（和田農産、新興団地） 
石川県白山市白峰地区（まちなみ景観） 
泉佐野市（同和地区） 
神戸市北区（ベッドタウンと農村） 
兵庫県篠山市篠山町（酒造出稼ぎ） 
淡路島（ため池） 
雲南市（ブランド化による活性化） 
広島県庄原市東城町（町おこし） 
徳島県上勝町（棚田） 
高知県馬路村（柚子） 
熊本県阿蘇地域（畜産業、震災復興） 
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宮崎県椎葉村（日本三大秘境） 
ベトナム･カントー市（農業労働人口の減少） 
           （括弧内）は、ざっと読んだ時点でのキーワード	 
	 
２．共通するコメント	 

（１）書式について	 

	 ・所属、学生証番号、氏名、ページ番号は必須です。提出日はある方が良いです。	 

	 ・文章の段落の冒頭は１文字空ける。０文字、0.5文字、２文字は不可（不適）。	 
	 ・フォントは揃えて下さい。	 

	 ・数字は、半角が原則。年号以外の４桁以上の数字には「，（カンマ）」を入れて下さい。	 

	 	 「．（ピリオド）」ではありません。そういう原則の国も少なくはないですが。	 

・	 数字は，先端を揃えるのではなく、末尾を揃えて（桁を揃えて）下さい。 
・	 数字には、必要な単位を付してください。	 

	 ・内容のまとまりごとに，小見出しが必要です。その場合、数字の振り方に気を付けて下さい。	 

手の形、チェック記号等は、不適です。 
・	 １〜５枚の短いレポートなのですから、原則として、表紙は不要です。	 

・	 行間隔の広すぎるレポートは読みづらいです。	 

・	 横書きの場合、「右上」を綴じないでください。	 

（２）書かれている情報の根拠について	 

	 ・引用文献は明示して下さい。また詳細に記して下さい。	 

	 ・引用箇所に引用元を明示して下さい。最後にまとめて、では、どの文献からかがわかりません。	 

	 ・「現在の」という表現の場合、いつのデータかわかりません。	 

	 ・写真には、撮影場所、撮影時期（年月日）、撮影者（引用元）を明記して下さい。	 

（３）内容について	 

	 ・私の知らなかった地域や情報もいくつかあり、楽しく読みました。	 

	 ・自分の出身地である、など、選択理由が書いてあるレポートもありましたが、半数以上は理由が	 

	 書かれていませんでした。	 

・	 充実した内容のレポートもありましたが、もうちょっと書いてほしいと思うもの、未完のもの

もありました。ちと残念。・・・これは共通しない。 
（４）提出数について	 

	 ・締め切り日の提出：	 	 	 遅れての提出：３、出席しているけれど未提出：	 

（５）誤字の例	 

	 「環境資源科学過程」「天皇杯授賞」	 

	 

３．個別のコメント	 

北海道：美瑛町（丘のまち） 
・	 多くの観光客。	 →11月 19日(土)に行きます（たぶん）。 
・	 「住み良いまち」「美しい景観」について、具体的に書いてください。 
・	 (農村)観光業の課題と解決案については、もっと記述できるのではないですか。 

北海道：夕張市（まちづくりマスタープラン） 
・	 人口、面積、農業経営体数･農家数、農業経営体数等が列挙されている。データ的には十分であ

るが、その解釈が記されていない。「夕張メロン」が中心であるとの記述があるが、その産出

額が記されていない。 
・	 財政破綻への対策として、「夕張市まちづくりマスタープラン」というキーワードが示されて

いるが、その内容が記されていない。 
・	 提案が記されているのは良い。もっと具体的に。 
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岩手県：紫波町（循環型まちづくり） 
・	 まちづくりの経緯、現状、課題、考察が、詳細に記述されています。 
・	 前半の箇条書きの部分を文章化してください。引用文献について、どの部分をどこからかを、

明記してください。 
岩手県：北上盆地（冷害） 
・	 やませによる冷害。1993年の米騒動（平成飢饉）。 
・	 耐冷性と食味との折り合いをどう付けるか、考えてください。 

岩手県：遠野市（地域振興） 
・	 「遠野みらい創りカレッジ」における活動のひとつとして、東大等から訪問しワークショップ

を開催してとのことであるが、どのような内容だったのですか。 
・	 「遠野市都市計画マスタープラン」は他地域の計画と比べて、どのような特徴を有しています

か？ 
山形県：鶴岡市一霞集落（焼き畑、赤カブ） 
・	 「焼き畑方式による温海かぶ」は非常にユニークである。 
・	 これが危機的状況とされ、その理由と対策案が示されている。しかし別の方法はないのだろう

か？	 焼き畑でなく普通畑で栽培したら、何が問題なのか、どうすれば解決するのだろうか？ 
山形県：最上郡戸沢村（嫁不足と対策） 
・	 外国人の配偶者を迎えることで、嫁不足、人口減少を解消する先駆的な試み、そしてその課題

は、非常に重要な情報です。しかし少しデータが古いようです。現在はどうなのでしょうか。 
・	 せっかくのグラフですが、凡例が消えていて、理解できません。新城氏？	 数字には単位を忘

れずに。 
栃木県：那須郡那珂川町（トラフグ養殖） 
	 ・現状、課題、考察が詳細に記述されています。 
	 ・「美しい村」の２つの資源について、具体的に書いてください。 
	 ・定住促進住宅用地貸付事業について、改善提案が出されています。アクティブシニアをターゲッ

トにする場合の課題も考えてみてください。 
群馬県：利根郡片品村（観光と農業） 
・	 観光業の村、しかし宿泊利用者数の減少。 
・	 ITCを活用した情報発信力の拡大を提言している。具体的な方法を提示できないだろうか。 

群馬県：高山村（都市農村交流） 
・	 地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊、地域づくりインターンの会、という取り組みが最初

に記されていますが、もっと詳細を書いてください。 
・	 遊休農地、耕作放棄地、農地集約についても、より詳しい情報が必要です。 
・	 尻高人形、ロックハート城、ぐんま天文台、面白そうですね。 

東京都：島嶼部・伊豆大島（少子高齢化） 
・	 「極限の田舎」である離島の現状と課題が記されています。 
・	 海を有する強みについての記述がありません。 
・	 離島で定住者を増やしている「海士町」とは「条件が違う」ことは確かです。しかし伊豆大島

にも有利な点はあるはずです。もう少し考えてみてください。 
新潟県：十日町市（地域おこし協力隊） 
・	 集落の持続のための地域おこし協力隊事業。 
・	 全国で２番目の隊員数であり、定住率も高いので、成功している部類と言えますが、どのよう

な事業を行ってきた（行っている）のですか。 
新潟県：十日町市（高齢化） 
・	 大地の芸術祭、越後妻有アートトリエンナーレについて、簡単に内容を記載してください。 
・	 担い手を呼び込むにはどうすれば良いでしょうか。前項とのコラボは考えられませんか。 

 



- 4 -	 

新潟県：糸魚川市根知地区（無住化集落） 
	 ・22集落のうち、6（＋2）集落が無住化している。土木建設業者が農地を借り入れて農業を行って
いる。非常に興味深いです。もっと書き込んでください。 
富山県：入善町飯野地区（人・農地プラン） 
・	 アンケート調査、集落座談会を踏まえて、「人･農地プラン」が作成された流れについて、もっ

と知りたいです。 
・	 また、その成果と課題は、どうなのでしょうか。 

富山県：砺波平野（散居村の景観） 
・	 散居村の歴史、危機について、よく書かれています。 
・	 保全策としての規制誘導について、考察を深めてください。 

	 ・一戸あたりの耕地面積を見直してください。 
石川県：白山市白峰地区（まちなみ景観） 
・	 農業、観光業、建設業、林業。 
・	 伝統的町並みの保存について、目標なのか、選定済みなのかが曖昧です。 

長野県：大鹿村（美しい村） 
・	 中央構造線博物館には、行ってみたいですね。 
・	 「美しい村」であり続けるための「道の駅整備」はどのように行われたのでしょうか。またそ

の成果はどうだったのでしょう。 
長野県：小海町（高原野菜、鞍掛豆） 
・	 農業の現状として、高原野菜が基幹産業と書かれている。もう少し具体的な記述がほしい。 
・	 鞍掛豆について詳述されている。よくわかるのだが、写真等も見てみたい。 
・	 参考文献があるのは良い。どの部分でどれを参照したかがわかるともっと良い。 

山梨県南アルプス市（南アルプスプロデュース） 
・	 地域活性化策の典型的な失敗が詳述されています。対策も書かれていますが、さらに深めてく

ださい。 
・	 地域の状況説明がやや不足しています。 

静岡県：沼津市（農地集積） 
・	 多彩な立地条件と多彩な作物。 
・	 遊休農地が他市町村と比べて少ないようですが、その要因は何でしょうか。 
・	 農地面積等の数字、もう一度見直してください。 

静岡県：浜松市天竜区水窪（人口減少） 
・	 都市部からの移住促進の具体的な内容が書かれています。本文中の２か所に別れているので、

一か所にまとめて記載し、議論してください。 
・	 移住促進の成果を数字で示せますか。 
・	 茶業、林業の衰退について、もっと記述してください。 

岐阜県：恵那市（伝統的農村景観） 
・	 基本データが十分に記載されています。 
・	 冨田地区（農村景観日本一、日本のむら景観コンテスト）、坂折棚田の市内での（地理的）位

置を示してください。また、これら地区の地域計画としての位置づけはどうなりますか。 
岐阜県：岐阜県の農村（多種多様な作物） 
	 ・対象地域が広すぎます。そして記述が薄いです。 
奈良県：十津川村（面積最大の村） 
・	 （生活用として）日本最大の吊り橋。県立高校での寮生活。 
・	 村報の文章に対するあなたの意見を書いてください。 

石川県：能美市山田町（和田農産、新興団地） 
・	 集落営農の行き詰まりを和田農産に期待する案は良いと思います。詳述してください。 
・	 新興団地、新住民による人口増がありながら、没交流状態であること。この改善が出来れば素
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晴らしいですね。考えてください。 
大阪府：泉佐野市（同和地区） 
・	 「農業就業人口の減少の裏に差別集落の存在があるのではないか」という仮説は、間違ってい

ないと思います。ただし「減少」はどこにでもあるので、「減少」への寄与を（できれば）数

値で示してください。 
・	 対策も具体的です。が、より詳細に考え、記述してください。 

兵庫県：神戸市北区（ベッドタウンと農村） 
・	 地域内の格差について、その現状に加え、対策のアイディアを出してください。 
・	 箱木千年屋は面白そうですね。 

兵庫県：篠山市篠山町（酒造出稼ぎ） 
	 ・第一種兼業農家の農外就労としての酒造出稼ぎという独自の形態。 
・	 圃場整備のマイナス面を見ることは重要です。どの文献の記述でしょうか。 
・	 米収量の減少と出稼ぎの増加との因果関係は、どの程度正しいですか。 

兵庫県：淡路島（ため池） 
・	 ため池と河川取水との比較は面白いです。深めてください。 
・	 農村整備、農業農村整備、圃場整備の概念について、要整理です。 

島根県：雲南市（ブランド化による活性化） 
・	 内容や項目の数は十分ですが、それぞれの説明が少なく、もっと情報が必要です。 
・	 「地域自主組織」が「導入された」とありますが、もともと「何か」はあったのではないです

か。それを、どのように活かして新しく組織化したか、どのように活動しているのか、を知り

たいですね。 
・	 雲南市の名前の由来も書いて下さい。 
・	 文献については、具体的に（探しに行けるように）書いて下さい。 

広島県：庄原市東城町（町おこし） 
・	 「たたら製鉄」の歴史は独特ですね。 
・	 町おこしとしての「まちなみ春まつり」「町並みぶらり散歩ギャラリー」の内容を具体的に書

いてください。 
徳島県：上勝町（棚田） 
・	 美しい村、棚田、樫原を語る会。 
・	 この町の地域資源、この町独自のものは、他にもいっぱいあります。もっと調べて、記載して

ください。 
高知県：馬路村（柚子） 
・	 小さな村の「自立」に向けての取り組み。 
・	 農村地域の生存戦略を提言してください。 

熊本県：阿蘇地域（畜産業、震災復興） 
・	 地域の概要と課題がほぼ過不足無くまとめられています。 
・	 地震災害という要因があり、カルデラ、世界農業遺産という地域の特長がうまく活かせていな

いようです。もう少し記述を整理してください。 
・	 肥育牛が県内２位となっています。第１位の市とは何が違うのでしょうか。 
・	 平成２年から５年にかけての「肉用牛所得」の急減には、どんな理由があったのでしょうか。 

宮崎県：椎葉村（日本三大秘境） 
・	 人口減少が「昭和 15 年から」始まった、との記載は重要。その理由、その後 76 年間の推移が
知りたいです。 

・	 焼畑農業について、「日本で唯一」とあります。数少ない農法ですが、鶴岡市にもあるとすれ

ば、「唯一」ではなくなります。焼畑農業の価値が記されています。より詳しい記述を望みま

す。 
・	 課題が多く記されています。対策を考えてください。 
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ベトナム･カントー市（農業労働人口の減少） 
・	 カントー市は北関東のような街。カントー大学農学部施設の充実。 
・	 農業と工業との併存案が提示されています。季節ごとの分担関係など、より具体的な提案につ

なげてください。 
 
 

以上	 


